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要旨

第１章 ・第２章 序論 ・本研究の目的

１．序論

総務省統計局「労働力調査」によると、女性の労働人口は上昇し（厚生労

働省雇用均等・児童家庭局 ,2009）、女性の平均勤続年数も長くなっている（厚

生労働省 ,2010）。また、18~34 歳の未婚女性が理想とするライフコースは継

続就業を理想とする割合は上昇している。一方、専業主婦コースは減少して

おり、女性の就業意識は高まってきている（厚生労働省雇用均等・児童家庭

局 ,2004）。さらに、男女雇用機会均等法施行、育児休業法、少子化対策を通

じて、女性が結婚・出産しても雇用継続できるための支援策の拡大が進めら

れている。これらのことから、今後も女性が就労し、男性同様の就労形態で

働く女性は一層増えるものと予測される。しかし、男性に比べ女性勤労者は、

管理職の女性の占める割合や給与水準も低い。また、女性勤労者は時間雇用

労働者やパート、派遣労働者など非正規雇用者の割合が高くなっている。こ

のような雇用形態の多様化に伴い、正規社員に比べて健康管理サービスが十

分に受けられない女性勤労者が今後も増えることが予測されている。以上の

ように今後も就労する女性は一層増えるものと予測される一方、女性勤労者

の雇用状況には数多くの取り巻く課題があげられる。

女性勤労者を取り巻く課題には雇用に関することのほか、女性に特有の健

康課題、女性が就労することで生じる健康課題、男性よりも女性に多いとさ

れる健康課題などの健康課題があげられる。女性特有の健康課題には、月経

関連疾患（星野 ,2004）、妊娠・出産、更年期障害に伴う体調不良、疾患や自

己免疫性疾患（全身性エリテマトーデス）、甲状腺疾患、偏頭痛、膝関節症

などが報告されている（天野 ,2008；荒木 ,2007）。また、女性が男性よりも

ス ト レ ス 反 応 が 高 く 、 抑 う つ 的 で う つ 病 の リ ス ク が 高 い こ と が 報 告 さ れ

（ Aneshensel , 1992 ; Cyronowski ・ Frank, 2000 ； Kessler, 2000 ；

Mirowsky・ Ross, 1995 ; Piccinel l i ・ Wilkinson , 2000）、うつ病は男性よ

り女性のほうが 1.7 倍の患者数である（厚生労働省 ,2007）。就労することで

生じる健康課題には、頸肩腕障害や腰痛などの作業労働関連筋骨格疾患があ

げ ら れ 、 そ の 罹 患 率 は 男 性 よ り も 女 性 に 高 い こ と が 報 告 さ れ て い る (北 原 ,

2007；厚生労働省 , 2007）による）。また、仕事によるストレスを感じてい

る女性の割合は 74.6％で、同じ職場で働く男性の 68.7％よりやや高い（日

本能率協会総合研究所 , 2008；下開 , 2006；下開 , 2008）。このように、健康

課題には男女差があり女性勤労者は、ストレスを抱えながら就労しているこ

とが伺える。

これまで女性が勤務する職場は限定的で、年齢層も比較的限られていたた
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め、職場の健康管理において、女性勤労者に対する対応が積極的に議論され

てこなかった。しかし、女性の職域は広がり、男性同様の雇用形態で働く女

性は一層増えるものと予測され、女性と男性の健康課題からみた差を考慮し

た 、 女 性 勤 労 者 に 対 す る 健 康 管 理 の あ り 方 の 検 討 が 期 待 さ れ て い る （ 森 ,

2001；森 , 2004；佐藤・久米 , 1997）。

２．先行研究のレビュー

1970 年から 2009 年までの女性勤労者のストレス研究を概観すると、女性

勤労者が経験するストレスには、職場生活に関するストレス、仕事と家庭の

多重役割間の関係、性役割意識などがもとになっているストレスに大分され

た。職場生活に関するストレスには、男性と同様のワークストレスと女性特

有のワークストレス（平島 , 1997；小阪・柏木 , 2007）やキャリア・ストレ

スといった（金井 , 1993）、職場で経験するストレスがあげられた。仕事と

家庭の多重役割間の関係には、仕事と家庭の多重役割数や負担（ Biemat・

Wortman, 1991 ; Hammer・ Allen・ Grigsby, 1997 ; 菊 澤 , 2001;Thoits ,

1986 ）、 ス ピ ル オ ー バ ー （ spil lover ）、 仕 事 と 家 庭 の 葛 藤 （ work family

confl ict）（土肥・広沢・田中 , 1990；濱田 , 2005；小泉 , 1997）があげられ

た。性役割意識などがもとになっているストレスには性役割葛藤（金井・若

林 , 1998；金井 , 2002）、ジェンダー・タイプ（土肥・廣川 , 2004）、ジェン

ダー・ストレス（平田・平野（小原）・加耒・豊福 , 2004）があげられた。

職場生活に関するストレス、仕事と家庭の多重役割間の関係、性役割意識

などがもとになっているストレスのいずれも、職場、家庭、日常生活の場面

において、女性勤労者が経験するストレッサーとなりうることが伺えた。ま

た、女性格差、環境からの圧力、要求や義務感、葛藤、ズレ、期待に応えよ

うとすること、期待されていると認識することがストレッサーと捉えられ、

緊張 や抑 う つな ど とい った ネ ガテ ィ ブな 精神 的 健康 と の関 連が あ るこ と も

明らかにされている。以上のことから女性勤労者を対象としたストレス研究

における女性勤労者が経験するストレッサーは、女性ゆえのネガティブな経

験が大きく影響すると考えられる。女性ゆえのネガティブな経験と緊張や抑

うつ など と いっ た ネガ ティ ブ な精 神 的健 康と の 関連 の 研究 は報 告 され て い

るが、女性がストレッサーを生じた際にどのような対処をとり、その対処は

どのようにネガティブな精神的健康を低減させるのかといった、精神的健康

に影響をおよぼす過程を検討した研究はみあたらない。

これらを踏まえたうえで、本研究においては、女性勤労者が女性ゆえのネ

ガティブな経験が、女性勤労者の精神的健康にどのように影響するのか、女

性がストレッサーにどのような対処方法をとり、その対処方法はどのように
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ネガティブな精神的健康を低減させるのかといった、精神的健康に影響をお

よぼす過程の検討を行うことを目的とした。

第３章 女性ゆえのネガティブな経験についての女性勤労者の認知 （予備研究）

予備研究では、女性勤労者が女性ゆえのネガティブな経験についてどのよ

うに認知を男性との比較で明らかにすることを目的とした。勤労者 103 名

（男性 36 名 平均年齢 32.14 歳、女性 67 名 平均年齢 33.07 歳）を対象に自

由記 述に よ る調 査 を行 なっ た 。自 由 記述 から 得 られ た デー タを 男 女別 に 分

類・整理した結果、女性ゆえのネガティブな経験は「女性特有の心身の変化」、

「女性役割規範の期待」、「仕事の不公平感」、「身体的な外見」、「家庭役割の

期待」、「同性との対人関係」であった。これらは、性別役割分業、性役割意

識、生殖機能にもとづくものであり、また、「仕事の不公平感」は職場生活、

「家庭役割の期待」は家庭生活、「女性規範の期待」、「身体的外見」「同性と

の対人関係」、「女性特有の心身の変化」は日常生活面で構成されている事が

明らかにされた。

女性勤労者が女性ゆえのネガティブな経験のなか、性別役割分業、性役割

意識や それ らが も とにな って いる 「 仕事の 不公 平感 」、「家庭 役割 の期 待」、

「女性規範の期待」は、従来からの性役割研究で定義されている内容である

ことから「女性役割」と捉えられた。女性勤労者が職場、家庭、日常生活に

おい て女 性 役割 を 負担 やネ ガ ティ ブ に感 じる こ とか ら 生じ るス ト レス を 本

研究では操作的に女性役割ストレスと定義した。

第 4 章 女性勤労者の女性役割ストレッサー尺度作成と信頼性、妥当性の検討

（研究 1）

研究 1 では、 女性役割ストレッサーを測定する尺度を作成し、信頼性・

妥当性の検討を目的とした。項目収集のため女性勤労者 115 名（平均年齢は

34.46 歳）を対象者に自由記述による調査を行い、その結果 233 件がデータ

として得られ、項目を整理・検討し計 30 項目を原項目とした。30 項目を用

いて女性勤労者 542 名（平均年齢 34.66 歳）を対象者に探索的因子分析（主

因子法、プロマックス回転）を行った。その結果「第 1 因子：職場での女性

役割４項目、α係数 =.856」「第 2 因子：日常的な女性役割４項目、α係数

=.811」「第 3 因子：家庭での女性役割４項目、α係数 =.779」3 因子 12 項目

が抽出された。再検査による信頼性の検討のため女性勤労者 115 名（平均年

齢は 34.02 歳）を対象者に検討した結果、再検査信頼性係数は、職場での女

性役割はｒ =.698（ p<.01）、日常的な 女性役割はｒ =.824（ p<.01）、家庭で

の 女 性 役 割 は ｒ =.775（ p<.01）、 女 性 役 割 ス ト レ ッ サ ー 尺 度 全 体 ｒ =.797
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（ p<.01）と正の有意な相関がみられた。妥当性の検討は平等主義的性役割

態 度 ス ケ ー ル 短 縮 版 （ Construction of a short- form of the scale of

egalitarian sex role att itudes : SESRA-S）との相関係数と確証的因子分析

で 検 討 し た 。 平 等 主 義 的 性 役 割 態 度 ス ケ ー ル 短 縮 版 （ Construction of a

short- form of the scale of egalitarian sex role att itudes : SESRA-S）と有

意な相関がみられた（ r=.339～ r=.462,p<.01）。また、探索的因子分析で選

定された 3 因子 12 項目に基づき、探索的因子分析の対象者と異なる女性勤

労者 549 名（平均年齢は 34.27 歳）を対象者に確証的因子分析を行った結果、

高い適合度が得られ（ GFI=.926、 AGFI=.895、 CFI=.927、 RMSEA=.082）、

女性 役割 ス トレ ッ サー 尺度 は 信頼 性 およ び妥 当 性の 有 した 尺度 で ある こ と

が確認された。

第 5 章 女性勤労者の女性役割ストレスコーピング尺度作成と信頼性、妥当性の

検討（研究 2）

研究 2 では、 女性が経験する女性役割ストレッサーに対する女性役割ス

トレスコーピングを測定する尺度を作成し、信頼性・妥当性の検討を目的と

した（研究 2 は研究 1 と同様の対象者であった）。項目収集のため自由記述

による調査を行った結果 238 件がデータとして得られ、項目を整理・検討し

計 30 項目を原項目とした。30 項目を用いて探索的因子分析（主因子法、プ

ロマックス回転）を行った結果、「第 1 因子：受容的コーピング４項目、α

係数 =.771」「第 2 因子：回避的コーピング４項目、α係数 =.761」「第 3 因子：

主張的コーピング４項目、α係数 =.696」3 因子 12 項目が抽出された。再検

査信頼性係数は、受容的コーピングはｒ =.601（ p<.01）、日常的な女性役割

はｒ =.604（ p<.01）、家庭での女 性役 割はｒ =.618（ p<.01）、女性役 割スト

レスコーピング尺度全体はｒ =.608（ p<.01）と正の有意な相関がみられた。

妥当性は Tri-axial Coping Scale 24（ TAC-24）、対人葛藤方略スタイル尺度

（ Handling Interpersonal Confl ict Inventory）との相関係数と確証的因子

分析で検討した。女性役割ストレスコーピングと Tri-axial Coping Scale 24

（ TAC-24）、対人葛藤方略スタイル尺度（ Handling Interpersonal Confl ict

Inventory）には有意な相関がみられた。また、探索的因子分析で選定され

た 3 因子 12 項目に基づき、探索的因子分析の対象者と異なる対象者に確証

的 因 子 分 析 行 っ た 結 果 、 高 い 適 合 度 が 得 ら れ （ GFI=.949、 AGFI=.907、

CFI=.903、RMSEA=.075）、女性役割ストレスコーピング尺度は信頼性およ

び妥当性の有した尺度であることが確認された。
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第 6 章 女性勤労者の女性役割ストレスモデルの検証 （研究 3）

研究３では、女性役割ストレスは精神的健康にどのように影響しているの

か、また、女性勤労者はどのように対処しているのか、その対処方法は精神

的健康にどのように影響しているのかを Lazarus・ Folkman, 1984 本明・

春木・織田 訳 , 1991 の心理的ストレスモデルを基にした女性役割ストレス

モデルの検証を目的とした。女性勤労者 1993 名（平均年齢は 39.68.歳）を

対象者に検討を行った。女性役割ストレッサーを潜在変数、女性役割ストレ

スコーピングの下位尺度における「受容的コーピング、「回避的コーピング」、

「主張的コーピング」とポジティブおよびネガティブな精神的健康を観測変

数として最尤法による共分散構造分析を行った。また、女性役割ストレッサ

ーの下位尺度における ｢職場での女性役割 ｣「日常的な女性役割」、「家庭での

女性役割」とポジティブな精神的健康には有意な相関はみられなかったため、

女性役割ストレッサーが精神的健康への直接影響の検討には、ネガティブな

精神的健康のみで検討された。その結果、最尤法による共分散構造分析の結

果、モデルの適合度は、 GFI=.998、 AGFI=.993、 CFI=.999、 RMSEA=.017

を示し、モデルの適合度はいずれも良好であった。

また、女性役割ストレッサーが女性役割ストレスコーピングを媒介し、「受

容的コーピング」はネガティブな精神的健康に有意な負の影響をおよぼし、

さらに、ポジティブな精神的健康には有意な正の影響をおよぼしていた。「回

避的コーピング」はネガティブな精神的健康有意に正の影響をおよぼし、「主

張的なコーピング」はネガティブな精神的健康には有意な正の影響をおよぼ

すとともに、ポジティブな精神的健康も有意な正の影響をおよぼしているこ

とが明らかとなった。「受容的コーピング」と「回避的コーピング」の精神

的健康への影響は、これまでのストレスコーピング研究と同様の結果であっ

たが、「主張的コーピング」に関してはネガティブおよびポジティブな精神

的健康に影響をおよぼしていた。このことは、「主張的コーピング」を行使

することで生じる無効性と有効性が関連していると考えられ、今後の課題と

された。
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第 7 章 女性勤労者の属性からみた女性役割ストレスモデルの検討（研究 4）

研究４では、女性役割ストレッサーおよび女性役割ストレスコーピングの

程度が女性勤労者の年齢、婚姻状況、雇用形態、職位の違いにより差がみら

れる のか を 明ら か にす るこ と と女 性 役割 スト レ スコ ー ピン グが 精 神的 健 康

におよぼす影響を職位別に検討することを目的とした。

女性役割ストレッサーおよび女性役割コーピング行使には、女性勤労者の

雇用形態の違いにより差があることが示された。そのため、正規職員を対象

者とし職位、年齢、婚姻状況の違いによる女性役割ストレッサーや女性役割

コーピング行使の差の検討を行った。その結果、職位による女性役割ストレ

ッサ ーお よ び女 性 役割 スト レ スコ ー ピン グ行 使 に差 が ある こと が 明ら か に

された。また、女性役割ストレッサーは一般職、管理職ともに婚姻状況によ

り差 がみ ら れて い た。 また 、 女性 役 割ス トレ ス コー ピ ング 行使 は 管理 職 の

30 歳代は 20、40、50 歳代より得点が低いこと、つまり他の年代よりも女性

役割ストレスへのコーピングを行使していないことが明らかにされた。さら

に、女性役割ストレスコーピングが精神的健康におよぼす影響の検討では、

特に、主張的コーピングは一般職においてポジティブな精神的健康には有意

な正 の影 響 をお よ ぼす がネ ガ ティ ブ な精 神的 健 康に は 有意 な影 響 はお よ ぼ

していなかった。一方、管理職はネガティブな精神的健康には有意な正の影

響をおよぼしていたが、ポジティブな精神的健康には有意な影響はおよぼし

ておらず、職位によりポジティブ、ネガティブな精神的健康への影響は異な

っていた。これらのことから、女性役割ストレスコーピングへの介入により

精神的健康に正の影響を与える効果をもたらす支援の可能性が示唆された。

その 際に 職 位や 属 性に 考慮 し た介 入 案の 提示 が 必要 で ある こと が 本結 果 か

ら読み取ることが出来、今後の有効な支援の実践のための貴重な資料といえ

る。

女 性 役 割ス ト レッサ ー の 程度 お よび女 性 役 割ス ト レスコ ー ピ ング の 行 使

の程度には、女性勤労者が家庭で担う役割の数やその役割の負担感が影響す

ると考え、 18 歳以下の末子の年齢、配偶者の有無、職位による得点の差の

検討を行った。その結果、 18 歳以下の末子の年齢、配偶者の有無、職位は

女性 役割 ス トレ ッ サー の程 度 およ び 女性 役割 ス トレ ス コー ピン グ の行 使 の

程度に影響していない事が明らかにされた。女性勤労者が家庭で担う役割の

数や その 役 割の 負 担感 が女 性 役割 ス トレ ッサ ー の程 度 に影 響し て いな か っ

たことは、役割負担感だけでなく女性勤労者へのサポートが大きく影響して

いることも考えられ、この点について今後の課題が残された。
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第 8 章 総合考察

本研究は、女性勤労者が就労することで生じるストレスを職場、家庭、日

常生活において経験する「女性ゆえのネガティブな経験」に焦点をあて、女

性勤労者が健康に就労するための対処方法について検討した。

研究１で作成された女性役割ストレッサー尺度の項目は、変化しつつある

性役割意識ではあるがいまだに根強くあることから、家庭生活では男性との

性役 割意 識 への 認 識の 差や 職 場に お いて は男 女 の地 位 の不 平等 感 が背 景 に

あり構成されたと考えられる。女性勤労者が経験する性役割意識がもとにな

っている女性役割ストレスを軽減するには、男女平等な社会の実現が必要で

ある。男女平等な社会の実現には法制度の整備とともに、女性勤労者を取り

巻く社会や個人の性役割意識、家事・育児・介護等の家庭内役割は本来男女

共に 担う べ きも の とい う意 識 の積 極 的な 啓発 を 継続 す るこ とが 望 まれ て い

る（彭・佐藤・福渡 , 2001）。また、「女性役割ストレッサー」の程度は雇

用形態、職位より差がみられていたことから、立場の違いを踏まえた対策を

考慮することも必要である。さらに、過重労働や待遇に恵まれない女性勤労

者についての対策を今後、検討することが重要である（井上・矢野,2010）。

これらの視点からの知見は、女性勤労者の精神的な健康にとどまらず、企業

側の働く女性に対する理解を深めることにもつながり、それに基づいた施策

を講じることも可能になると考えられる。

一方、女性役割ストレッサーに女性勤労者自身が取り組む対処方法に、心

理的ストレス反応の低減・緩和要因として、特に重要とされているコーピン

グ（小杉 ,1998：小杉他 ,2004；田中 ,2009）、つまり、女性役割ストレスコー

ピン グを 柔 軟に 活 用で きる よ うな ス トレ スコ ー ピン グ 能力 が向 上 さら れ る

ようなストレスコーピングへの介入が必要と考えられた。そこで、本研究で

は、女性役割ストレスコーピング尺度を作成し、ストレスコーピングの個人

へのアプローチの可能性を女性役割ストレスモデルの検証から検討した。そ

の結果、受容的コーピングを行使することでポジティブな精神的健康を促進

し、ネガティブな精神的健康を低減する。回避的コーピングを行使すること

で、ネガティブな精神的健康を促進する。主張的コーピングを行使すること

で、ポジティブな精神的健康を促進するとともにネガティブな精神的健康を

促進することが明らかとなった。今後は、本研究で示唆された女性役割コー

ピングの精神的健康への影響から考えられる、女性役割コーピングの行使へ

の方 略の 有 用性 や 女性 役割 コ ーピ ン グが 精神 的 健康 に 影響 をお よ ぼす 要 因

を縦断的な調査により検討する必要がある。これらの知見を検討することで、

女性勤労者の女性役割ストレスのみならず、女性の精神的な健康への支援介

入プログラムの提案・実施が望まれる。
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また、本研究で作成された女性役割ストレッサー尺度は、男性といった特

定の人ではなく、女性勤労者の周囲の人との対人関係からのストレッサーで

ある。職場では女性同士、家庭では母娘間、嫁姑間での「女性らしさ」の有

りように始まり、子育て・子の教育・仕事に対する態度のとり方など広範囲

に、同世代、世代間のギャップによるきしみが認められ、また、その個人差

は大きい（加茂 , 2004）。このような女性間の状況が背景にあり、本研究で

作成された女性役割ストレスコーピングには、他者に依存する、他者にサポ

ート を求 め ると い った 内容 が 女性 役 割ス トレ ス コー ピ ング 尺度 の 項目 に 抽

出されなかったと考えられる。

しかし、これまでの職業性ストレス研究においてソーシャル・サポートが

コーピング資源と機能し、コーピング方略の選定、コーピング努力の維持、

コーピング方略の効果に影響をおよぼしていると考えられている。ソーシャ

ル・サポートが豊富な人ほど、問題焦点型、積極的なコーピング方略を選定

することが報告されている（ Schreurs ・ Ridder, 1997； Specter, 2002）。

女性役割ストレスモデルにおいてもソーシャル・サポートが心理的ストレス

になんらかの影響が示されることが推測され、今後、ソーシャル・サポート

という視点からも検討することは、個人へのメンタルヘルス介入プログラム

提案の可能性が広がると考えられる。

本研究では、女性勤労者の精神的な健康状態を女性役割ストレスモデルに

よって捉え、周囲から女性役割を期待されることに起因する女性役割ストレ

ッサーとそれらへのコーピングとの相互作用の結果として、ネガティブな精

神的健康状態が生起すると考え、女性役割ストレスモデルの検討を行った。

その結果、女性役割ストレス低減への介入プログラムの基礎資料として用い

ることが出来る可能性が得られ、意義あるものといえる。

今後は、女性勤労者の雇用形態および職位、女性と男性の健康課題からみ

た性差を考慮したメンタルヘルスへの支援プログラムを提案・実施すること

で女性勤労者に対するメンタルヘルスの健康管理が期待される。
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